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巷
に
拾
う
美
お
し
い
話

…
…
（

第

一
話

）
…

…

絹
座

ぶ

と
ん
由
来

記

部
落
民
の
協
力
で
見
事
に
完
成

し

た
泉
田
下
の
公
民
舘

に
、
温
情

あ
ふ
れ
る
よ
う
な
大
写
真
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
同
部
落
の

元
老
、
「
亀
様
」
こ

と
濮
辺
亀
吉

氏
（
七
一
一
才
）
の
肖
像
で
あ
る
。

氏
は
、
終
戦
前
後
の
混
乱
時
代

か
ら
最
近
ま
で
十
数
年
間
に
わ
た

っ
て
部
落
長
そ
の
他
の
要
職
を
つ

と
め
、
食
糧
増
産
か
ら
供
出
納
税

の
確
保
な
ど
、
他
の
模
範
た
ら
し

め
、
殊
に
農
道
の
開
発

に
は
卒
先

し
て
土
地
労
力
を
提
供
し
、
そ
の

完
成
を
速
や
か
な
ら
し
め
た
。
今

回
の
公
民
舘
建
設
に
当
っ
て
鳥
、

敷
地
問
題
で
暗
礁
に
の
り
上
げ
る

や
、
進
ん
で
こ
れ
が
提
供
を
申
し

出
た
た
め
、
話
は
と
ん
と

ん
拍
子

に
進
ん
だ
も
の
だ
。
し

か
も
在
職

中
の
手
当

は
一
円
も
私
す

る
こ
と

な
く
、
こ
れ
を
公
共

の
た
め
に
投

出
し
、、
部
落
内
に
起
き
た
い
ざ
こ

ざ
も
、
氏
の
一
言
で
す

べ
て
解
決

す
る
と
い
５
「
聖
者
」
で
あ
る
。

ヽ
部
落
民

は
、
今
尊
徳
様
と
心
か

ら
敬
服
し
、
公

民
舘

に
出
入
り
す

る
た
び
に
最
敬
礼
し
て
そ
の
余
徳

を
た
た
え
、
こ
れ
に
あ
や
か
ろ
う

と
す
る
も
の
が
続
出
し
て
い
る
。

お
か
げ
で
新
築
早
々
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

立
派
な
机

や
黒
板
か
ら
お

茶
道
具

、
炊
事
道
具
に
い
た
る
ま

で
置
場

に
困
る
程

に
そ
ろ
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
、
婦

人
会

や
青
年
団
を
始

め
部
落
有
志

の
寄
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
部
落

民
の
こ

の
熱
意
は
更

に
部
外
者
を

も
感
動
さ
せ
、
他

か
ら
の
寄
附
の

多
い
の
も
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。
同

舘
を
お
と
ず
れ
る
者
を
ま
ず
感
じ

さ
せ
る
の
は
、
真
昼
の
よ
う
な
螢

光
灯
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
寄
附
し

た
の
は
半
田
の
某

魚
店
で
あ
る
。

ま
た
、
亀
様
が
落

成
記
念
に
し
よ

う
と
錦
町
の゙
某
綿
店
に
座
ぷ
と
ん

を
買
い
に
行
っ

た
ど
こ
ろ
、
同
店

の
主
人
公

は
。そ
れ
に
感
激
し
て
、

亀
様
の
も
の
と
同
質
の
も
の
を
倍

の
枚
数
だ
け
寄
附
し
よ
う
と
申
出

た
。
し
め
た
と
思
っ
た
亀
様

は
思

い
切
り
上
等
の
も
の
十
枚

と
奮
発

し
た
と
こ
ろ
、
さ
す
が
は
熱
血
漢

の
同
主
人
公

、
い
さ
さ
か
も
ひ

る

む
と
こ
ろ
な
く
二
十
枚
と
出

て
し

ま
っ
た
。

こ
う
し
て
泉
田
下
部
落
で
は
、

お
や
ぢ
さ
ん
の
集
ま
り
に
は
も
ち

ろ
ん
、
婦
人
会
で
も
青
年
団
で
も

明

か
る
い
照
明
の
下
で
、
ふ
っ
く

ら
し
た
絹
座
ぷ
と
ん
に
坐
っ
て
話

合
っ
・て
ぃ
る
の
で
、
あ
し
ゃ
尻

が

痛
く
な
る
心
配

な
く
、
い
っ
で
も

う
ま
い
相
談
が
で
き

る
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
め
で

た
し
く

…

…
（

弟
二

銛
口
…
…

オ

ー
ト

バ
イ
由

来
記

今
様
弘
法
清
水
か
ら
ハ

ミ
リ
映

写
肺

气

と
か
く
寄
附
の
話
題

を

さ
ら
っ

た
大
木
戸
に
、
こ
ん
ど
は

ま
た
ま
た
オ
ー
ト
バ
イ
寄
附
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
も
ち
上
っ
た
。

警
察

の
近
代
化

の
波
に
乗
る
た

め
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
か

、
わ

が
国
見
町
に
も
新
国
道
が
開
通
し

東
北
線
の
電
化

が
進
め
ら
れ
、
仙

台
、
東
京
も
隣
接
都
市
化
し
た
今

日
、
駐
在
所
に
も

オ
ー
ト
バ
イ
位

は
当
然
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
、
そ

こ
で
国
見
地
区
防
犯
協
力
会
大
木

戸
支
部

。
（
支
部
長
阿
部
富
衛
氏
）

で

は
、
み
ん
な
の
協
力
で

と
八
九

名

の
消
防
団
員
総
出
動
で
勤
労
作

業
を
貽
め
た
。
一
回
で
約
二
万
円

を
獲
得
し

た
団
員
一
同

は
勇
気
百

倍
、
こ
れ

か
ら
数
回
の
作
業
で
大

丈
夫
目
的
・
垤
成
と
大
い
に
は
り
き

つ
て
い
た
。
こ
れ

を
き
き
つ
け

た

例
の
大
沼
・
ふ
四
郎
氏
、
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
阿
一
節
会

長
を
呼
ん
で
、
む

り
や
り
十
万

八
千
円
押
し
つ
け
、

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
見
て

る
ま
に
一

二
五
∝
の
コ
レ
ダ
号

オ
ー
ト
バ
イ

が
で
き
て
し
ま
っ

た
。
さ
す
が
太

っ
腹
の
阿
部
会
長
も
あ
ま
り
の
感

激
に
目
を
う
る
ま
せ
て
い
る
。

氏豐髫一
　
オ

認慥
ｙＥ

議 会だ よ リ
(－)

六
月
定
例

町
議
会

六
月
六
日
午
前
九
時
町

議
会

定
例
会

が
開
れ
、
伊
達
地
方
衛

生
処
理

組
合
設
立
の
件
そ

の
他

二
十

に
わ
た
る
案
件
を
審
議
、

い
ず
れ
も
原
案

ど
お

り
可
決
決
定
さ
れ
た

。
議
案
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

糾
、
伊
達
地
方
衛
生

処
理
組
合
の
設
立

の
件

最
近
の
各
市
町
村

の
怕
み
で
あ
る
尿

尿
処
理
対
策
と
し
て
、
伊
達

七
町
で
共
同
屎
尿
処
理
場
を

建
設
（
工
費
五
六
、
〇
〇
万

円
梁
川
町
粟
野
地
区
内
旧
河

川
跡
の
予
定
）
す
る
た
め
の

も
の
で
原
案
通
り
可
決

（

巾
　

略

）

呻
、
国
見
町
立
学
校
施
設
の
使

用
料
条
例
制

定
の
件

学
校
施
設
の
使
用

は
従
来
無

料
で
あ
っ
た
が
、
今
回
よ
り

公
益
を
目
的
と
す
る
使
用
以

外
は
次
の
通
り
使
用
料
を
徴

収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
入
場
料
等
を
と
ら
な
い
場
合

昼
間
　
　
　

Ξ
Ｃ
Ｏ
円
以
内

夜
間
　
　
　

三
〇
〇
円
以
内

昼
夜
間
　
　

五
〇
〇
円
以
内

○

入

場

料

等

を

と

る

場

合

昼
間
Ξ
○
○
円
～

七
〇
Ｃ
円

夜
間
三
〇
〇
円
～

七
〇
〇
円

晟
夜
間
五
〇
〇
円
～

一
〇
〇
〇
円

○
特
別
の
設
備
を
す
る
と
き
は

前
項
の
三
倍
を
増
徴
す

る

○
電
気
料
等
は
別
に
増
徴
す
る

○
使
用
料
は
前
納
と
す

る

○
使
用
料
納
入
後
の
全
部
又
は

一
部
の
還
付
に
つ
い
て
の
規

定
そ
の
他
く
わ
し
く
は
町
教

育
委
員
会
へ

（

中
　

略

）

罔
、
中
小
企
業
育
成
預
託
の
件

中
小
企
業
者
の
育
成
強
化
を

図
る
た
め
の
対
策
で
、
町
は

金
融
機
関
（

東
邦
銀
行
、
伊

達
中
央
信
用

金
庫
）
に
二
百

万
円
以

内
の
預
託
を
行
な
い

こ
れ
に
対
し
金
融
機
関
は
、

見
返
り
と
し
て
中
小
企
業
者

に
対
し
三
倍
額
程
度
の
融
資

を
行
な
う

た
め
の
も
の
で
あ

う二く

橋
梁

な
ど
十
一

個
所

の
改
修
工

事
決

ま
る

経
済

委
員

の
現

地

踏
査

国
見
町
議
会
経
済
委
員
会
で

は
、
去
る
四
月
三
十
日
現
地
踏

査
の
結
果
、
緊
急
や
む
を
得
な

い
も
の
と
し
て
、
左
記
個
所
の

工
事
を
施
行
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

つ

瀕

江

吁

咄
一
匹

森
山
元

木
橋
梁
、
徳
江
原
護

岸
、
徳
江
舟
塲
橋
梁

○
大
枝
地
区

川
内
富
士
見
橋
南
橋
梁
、
築

舘
雲
南
橋
梁

○
藤
田
地
区

石
毋
田
芹
沢
橋
梁
、
石
母
田

駒
場
橋
梁
、
山
崎
川
前
橋
琺

○
小
坂
圸
区

内
谷
東
脇
抛
梁
、
内
谷
西
脇

橋
梁

○
大
木
戸
地
区

高
城
川

原
橋
梁

［
写
真
］
は
現
地
に
お
け
る
経

済
委
員
一
行

水道を暮しに箜かすママの知恵

６日～１２日

第２回全国水道週間

佐藤秀雄氏に記念品

わ
が
町
の
水
道
給
水
戸
数
は
、
そ

の
後
順
調
な
の
び
を
見
、
全
国
水

道
週
間
の
中
日
に
当
る
本
月
九
日

つ
い
に
六
〇
〇
戸
に
達
し
た
。
そ

こ
で
町
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、

給
水
第
六
〇
〇
号
に
当

る
佐
藤
秀

雄
氏
に
記
念
品
を
贈
り
大
い
に
祝

意
を
表

し
た
Ｏ

…

…（

第

三
話

）
…

…

野

球

道

具

由

来

記

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
は
青
少
年
補
導

の
奥
の
手
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の

で
、
各
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
各
団

体
、
各
機
関
と
も
、
競
っ
て
こ
れ

が
奨
励
に
努

め・
て
い
る
。
わ
が
国

見
町
で
も
社
会
体
育
の
振
興
の
た

め
、
い
ろ
い
ろ
エ

夫

努
力
し
て
い

る
が
、
何
分
に
か
予
算

が
少
な
い

の
で
思
う

に
ま
か
せ
な
い
実
情
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
話
を
き
い
た

某
氏
は
、
早
速
野
球
道
具
一
式
を

買
っ
て
町
教
育
委
員
会

に
現
わ
れ

寄
附
を
申
出
た
。
こ
れ
は
本
人
の

切
な
る
要
望
も
あ
っ

た
の
で
特

に

名
前
を
出
さ
な
い
こ

と
に
し
て
、

品
名

だ
け
を
お
知
ら
せ
す
る
。
附

当
分
公
民
舘
で
保
管
し
て
お
く

が

利
用

管
理
に
つ
い
て
は
そ
の
中

お

知
ら
せ
す
る
か
ら
、
大
い
に
利
用

し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
公
民
舘
体
育
部
よ
り
）

Ｃ

ミ
ツ
ド

ー
、

Ｆ

ミ
ツ
ド

ー
、
グ

ロ
ー
ブ
七
、
マ
ス
タ

ー
、

ベ
ー
ス

盤
四

、
。（

ツ
ト
ニ
、
ボ
ー
ル
六

新
農
業
改
良
推
進
員

○
　

会
　

長

○
　

副
会
長

④
　

役
　

員

▽
小
坂
　

斎
藤
実
　

▽
太
田
川

一
条
直
工
門
　

▽
前
田
　

安
藤
正

三
　

▽
板
橋
　

野
村
茂
　

▽
泉
田

上
　

佐
藤
一
男
　

▽
仝
中
　

④
仲

野
周
一
　

▽
仝
下
　

④
黒
田
武
夫

▽
鳥
取
　

高
巒

吾
平
　

▽
内
谷

西
赤
坂
兼
治
　

▽
仝
東
　

熊
坂
栄

一
　

古
内
吉
蔵
　

▽
錦
町
　

秦
勇

▽
大
町
南
　

大
勝
藤
篶
　

▽
仝

北
　

佐
藤
善
郎
　

▽
本
町
　

稟
精

三
　

▽
宮
町
　

○
八
島
昌
　

▽
仝

北
　

奥
山
邦
夫
　

▽
鶉
町
　

五
十

嵐
音
明
　

▽
滝
川
　

佐
藤
忠
美

▽
所
沢
　

高
橋
哲
男
　

▽
石
母
田

東
　

佐
藤
喜
左
工
門
　

▽
仝
北

宍
戸
収
吉
　

▽
仝
表
　

④
佐
藤
徳

治
　

▽
全
原
　

八
島
文
蔵

。▽
仝

西
　

佐
々
木
二
郎
　

▽
山
崎
北

吉
田
惣
吉
　

八
島
喜
久
次
　

▽
山

崎
南
　

吉
田
正

Ｔ

千
葉
金
八

▽

第

一
　

（
’

）
宍

戸

三

郎
　

大

津

義

隆
　

▽

第

二
　

佐

藤

甫
　

▽

第

三

斎

藤

忠

男
　

武

田

孟
　

▽

第

四

寺

島

忠

衛
　

▽

第

五
　

斎

藤

喜

代

太
　

▽

第

六
　

蔟

辺

次

男
　

▽

第

七
　

佐

藤

正

衛
　

△

第

八
　

村

上

市

郎
　

▽

第

九
　

④

村

上

竹

男

大

波

幸

治
　
　

▽

第

十
　

菊

地

惣

一
　

▽

第

十

一
　

高

橋

正

明

▽

第

十

二
　

佐

久

間

善

太
　

▽

大

木

戸
　

松

浦

新

七
　

阿

部

保

夫

▽

山

根
　

④

吉

川

亀

吉
　

菊

地

久

志
　

▽

光

明

寺
　

○

渋

谷

一

衛
　

佐

野

久

吉
　

▽

高

城
　

佐

藤

一

八

島

健

一
　

▽

貝

田
　

斎

藤

与

一
　

佐

藤

正
　

斎

藤

忠

太

郎
　

▽

並

柳
　

板

橋

二

男
　

▽

築

舘
　

松

浦

儀

助
　

▽

中

部
　

④

玉

手

繁

雄

▽

北

部
　

④

佐

藤

英

治
　

▽

原

町
　

小

林

泰

一
　

▽

川

内
　

鈴

木

礼

治
　

鈴

木

正

孝（

経

済

課

よ

り

）

増
収
競
技
会

主
催
　

国
見
町

国
見
町
長
業
改
良
推
進

員
協
議
会

後
援
　

桑
折
農
業
改
良
普
及
所

国
見
町
各
農
業
協
同
組

合国
見
町
長
業
共

済
組
合

種
目
　

水
稲
・
大
豆
・
馬
鈴
著

競
技
方
法
　

時
期
、範
囲
、
参
加

資
格
、申
込
、
審
査
、
褒

賞
等
く
わ
し
い
こ
と
は

担
当

の
農
業
改
良
推
進

員
に
お
き
き
下
さ
い
。

令
農
事
メ
モ
令

稲
　
作

１

、

第

一

回

の

中

耕

は

早

め

に

、

田

植

七

～

一

〇

日

目

頃

天

気

の

よ

い

日

に

行

５

こ

と

。

２

、

二

化

め

い

虫

の

早

期

防

除

。

尚

ホ

リ

ド

ー

ル

散

布

に

よ

る

防

除

の

場

合

は

特

に

危

害

防

止

に

お

互

に

注

意

し

よ

う

。

３

、

除

草

剤

Ｐ

Ｃ

Ｐ

の

使

い

方

。

○

田

植

前

除

草

法

一

〇

ア

ー

ル

当

り

七

〇

〇

～

一

〇

〇

〇

ダ

フ

ム
を

田

植

三

～

五

日

前

に

水

に

溶

か

す

か

又

は

畑

土

や

砂

と

混

ぜ

て

植

代

後

に

水

を

張

つ

た

ま

Ｘ

撒

布

す

る

。

○

田

植

後

除

草

法

活

着

し

た

ら
（

田

植

七

日

後

頃

。）

水

の

淤

さ

を

五

芍

位

に

し

て

Ｐ

Ｃ

Ｐ

を

Ｉ
〇

ア

ー

ル

当

り

七

〇

〇

～

一

〇

〇

〇

グ

ラ

ム

を

畑

土

か

砂

一

〇

才

位

と

混

ぜ

て

撒

布

す

る

。

こ

の

場

合

稲

に

露

の

な

い

時

に

行

な

う

こ

と

。

※

田

植

前

後

何

れ

に

し

て

も

撒

布

後

田

の

水

を

流

出

さ

せ

な

い

こ

と

が

効

果

を

高

め

又

魚

類

に

対

す

る

危

険

を

な

く

す

こ

と

で

あ

る

か

ら

充

分

注

意

す

る

こ

と

。

４

、

水

苗

代

ぼ

全

般

的

に

苗

お

き

が

悪

い
ヽ
の

で

余

分

な

苗

ぽ

。お

互

に

ゆ

ず

り

合

う

こ

と

。・
　

”

５

、

二

毛

作

田

の

肥

料

の

や

り

方

と

田

植

は
丁

寧

に

。

麦
種
子
の
準
備

「
良
い
た
ね
」
を
使
う
こ
と
が

増
収
の
第
一
歩
、
必
ず
採
種
圃

産
’の
種

子
を
確
保
す

る
こ
と
。

果
　
樹

１

、
土
壊

流
失
防
止

梅
雨
に
入
り
傾
斜
地
の
土
壊
流

失
が
多
く
な

る
の
で
敷
草
、
草

生
栽
培
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
。

２

、
り
ん
ご

第
十
回
（

六
月
二
十
六
日
～
二

十
九
日
）
有
識
燐
剤
加
用
四
―

一
六
式

ボ
ル
ド
ー
液
撒
布
。

斑
点
性
落
葉
病
の
多
発
期
で
あ

り
、
モ
モ
シ
ソ
タ
イ

ガ
の
産
卵

初
期
オ
オ
ワ
タ
カ
ガ
ラ

ム
シ
孵

化

期
ア
ブ
ラ
虫
（

マ
キ
虫
の
加

害
期
で
重
要
な
撒
布
で
あ
る
。

３

、
柿

Ｄ
Ｄ
Ｔ
加
用

ノ
ッ

ク
メ
ー
ト
か

砒
酸
鉛
加
用
一
、
六
―
八
式

ボ

ル
ド
ー
液
を
開
花
前
と
落
花
後

の
二
回
撒
布
す

る
こ
と
。

４

、
七
月
の
作
業

○

早

生

桃

の

収

穫

・
’充

分

す

ぎ

る

・
位

着

色

さ

せ

る

こ

と

。

○

祝

は

早

い

と

こ

石

で

は

七

丿

八

九

日

頃

か

ら

収

堡

す

る

が

、

宋

熟

な

も

の

は

採

ら

な

い

様

に

い
Ｉ・

〇

○

玉

ま

で

の

大

玉

を

と

っ

て

出

荷

す

る

こ

と

。
　
　
　
　

’

○

草

生

園

の

刈

取
　

雑

草

園

０
．
除

草

。

家
　
畜

１
、
和
牛

農
繁
期
で
濃
厚
飼
料
を
増
廴
草

を
多
く
与
’え
る
か
ら
必
ず
塩
分

を
与
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
様

に
す
る
こ
と
。

２
緬
山
羊

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
と
食
慾
が

佩
じ
て
来
る
か
ら
栄
養
不
足
に

し
な
い
こ
と
、
叉
手
入

を
良
く

し
「
羊

マ
ヒ
」
に
か
け

な
い
様

に
す
る
こ
と
Ｏ

３
、
鶏

こ
れ
か
ら
ワ
ク
｀
の
発
生
が
多

く
な
る
か
ら
鶏
舎
は
常
に
清
潔

に
し
時
々
消
石
灰
を
撒
布
す
る

こ
と
、
尚
ワ
タ
モ
駆

除
に
は
硫

酸
二
コ
チ
ン
の
原
液
を
と
ま
り

木
に
塗
る
こ

と
が
よ
い
。

（
桑
折
農
業
改
良
普
及
所
）

3
5年
度
農
作
業

賃
金
表

（

甲
）
基

本
給

糾
常
雇

男
鍬
頭
　
　
　

二
五
〇
円

一
級
　
　
　

二
〇
〇
円

二
級
　
　
　

一
八
〇
円

女
炊
事
婦
　
　

ヱ
（
○
円

一
級
　
　
　

一
四
〇
円

二
級
　
　

．
匸
一
〇
円

０
日
雇

男
『

一
一
級
　

三
〇
〇
円

女

が
　
　
　
　

二
〇
〇
円

匂
養
蚕

男
一
級
　
　
　

Ξ
○
○
円

女
μ
　
　
　
　

二
二
〇
円

鰰
桑
捩

三
七
五
諺（
一
／
）縮
一
匹
匹

㈲
田
植
　

男
一
級
四
〇
〇
円

ｆ

㈲
麦
打
　

男
一
級
三
五
〇
円

（
乙

）
請

負
標

準

日
麦
刈
　

二
框
一
把
五
〇
銭

阿
田
の
部

二
毛
作
田
耕
　

五
五
〇
円

牛
馬

耕
一
回
　

四
五
〇
円

ぴ
　
　

小
切
　

三
〇
〇
円

動
力
耕
耘
　
　

八
〇
〇
円

荒
植
代
掻
　
　

五
〇
〇
円

機
械
除
草
　
　

二
五
〇
円

（

丙
）
果
樹

の
部
標

準

㈹
袋
掛
請
負
モ
モ
　
】
二
銭

リ
ソ
ゴ
　

ー
四
銭

日一
袋
掛
・
捩
花
果
日
胤

一
級
　
　
　

ヱ
（
○
円

二
級
　
　
　
　
一
五
〇
円

三
級
　
　
　

二
二
〇
円

旦
脂
は
七
時
よ
り
六
時
半
ま
で
と

し
、
休
憩
時
間
は
午
前
午
後
各
三

十
分
、
昼
休
九
十
分
と
す
る
。
（
但

し
田
植
の
場
合
は
除
外
す
る
）

④

大

人

も

子

ど

も

も

夜

の

外

出

は

な

る

べ

く

早

く

帰

り

ま

し

よ

う



「
心

の
晴
着
」
話
合

い
（ ２ ）

見
栄
と
因
習
の
と
り
こ

み
せ
る
た
め
の
結
婚
式

ど
こ
で
も
話
題

に
な
っ
だ
の
は
、

近
頃
結
婚
式
が
は
で
に
な
り
、
跛

支
度
や
調
度
品
の
は
げ
し
い
競

争

の
た
め
、
結
婚
費
用
の
重

荷
に
苦

し
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

原
因

は
ど
こ
に
あ
る
か
、
こ
れ
を

解
消
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
さ
す
が
年
頃

の
子
・Ｋ
を
も
っ

親
た
ち
の
声
だ
け

气

全
く
深
刻

で
あ
り
、
真
剣
で

あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
を
要
約
し
て
ご
紹
介
す
る
。

日
絶
対
や
め
た
い

衣
し
よ
う
み
せ

式
の
前
後
に
、友

人
や
親
せ
き
、
近

隣
の
人
た
ち
を
よ
ん
で
み
せ
る
、

お
茶
振
舞
な
ど
と
い
っ
て
女
客
を

よ
ぶ
、
よ
ば
れ
た
義
理
上
盛
ん
に

ほ
め
る
、
こ
れ
が
世
間
に
ひ
ろ
ま

っ
て
う
わ
さ
話
と
な
る
、
ほ
ん
と

う
に
う
る
さ
い
話
で
あ
る
。

囮
‥
嫁

、
調
度

品

、
祝
宴

な
ど

見

せ
物
扱

い
す

る

な

ま
る
で
人
形
の
よ
５
に
で
っ
ち
あ

げ
た
花
嫁
、
こ
れ
み
ょ
が
し
と
並

べ
た
調
度
品
、
部
落

の
レ
タ
リ
Ｉ

Ｉ

シ
ョ
ソ
と
思
わ
れ
る
乱
ち
ぎ
さ

わ
ぎ
、
ど
れ
を
見
て
も
、
結
婚
式

の
神
聖
さ
な

ど
み
ぢ
ん
も
な
い
。

各
人
各
様

の
下
心
あ
っ
て
の
見
せ

物
で
あ
る
。

目
・
結
婚
当
事
者
中

心
で
あ
り
た
い

Ｃ

日
ぽ
お
但
話
に
な
つ
て
い
る
人

人
、
近
所
の
人
や
親
せ
ぎ
に
対

す
る
感
謝
の
会
だ
と
い
う
意
味

に
対
し
、
そ
れ
ほ
ど
感
謝
し
た

い
な
ら
日
常
も
っ

と
仲
よ
く
助

け
あ
う
ぺ
き
だ
と
の
反
論
も
あ

っ
た
。

○
部
落
な

ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ

ソ
と
思

う
人
、
泥
酔
す
る
の
が

礼
儀
で

あ
り
、
泥
酔
さ
せ
る
の

が
人
情
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る

も
の
が
あ
る
。

吋
愛
情
過
多
症

子
女
に
対
す

る
愛
情
の
大
き
さ
を

物
質
で
あ
ら
わ
そ
う
と
す
る
Ｉ
Ｉ

裏
返
せ
ば
愛
情
の
貧
困
さ
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
ほ
ん
と
う
に
子
供

が
可
愛
い
な
ら
、
も
つ
と
別
の
方

法
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

㈲
嫁

は
商

品

か

嗅
物
よ
り
よ
く
見
せ
よ
う
と
す
る

虚
栄
心
の
現
わ
れ
、
一
夜
明
け
れ

ば
地
金
が
あ
ら
わ
れ
る
。
景
品
が

っ
く
も
の
は
粗
悪
品
か
見
切
品
だ

と
皮
肉
っ
た
こ
と
ぱ
も
あ
っ
た
。

因
仲
人
の
真
の
て
が
ら

は
改
善
結
婚
の
推
進

仲
人
の
中
に
は
自
分
の
手
柄
を
誇

示
す

る
た
め
に
、
は
で

に
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
人
が
あ
る
。

結
婚
改
善
の
虎
の
巻

み
ん
な
の
自
覚
と
協
力

伯
父
伯
母
よ
り
も

社
会
の
支
持
が
大
切

結
婚
の
木
質
に
立
ち
、
こ
れ
を
合

理
化
、
簡
素
化
し
て
共
通
の
な
や

み
を
解
消
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

決
し
て
な
ま
や
さ
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
こ
れ
こ
そ
万
能
薬
だ
と
い

う
き
め
て
な
ど
あ
る

は

ず

が

な

い
。
し
か
し
、
集
ま
っ
た
人
た
ち

の
熱
心
さ
か
ら
み
て
ま
ん
ざ
ら
不

可
能
で
も
な
さ
そ
う
だ
。
各
地
で

出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
し
て
処

方
箋
を
書
い
て
見
よ
う
。
要
す
る

に
み
ん
な
の
自
覚
と
協
力
さ
え
あ

れ
ば
大
丈
夫
実
現
の
可
能
性
が
あ

る
よ
う
だ
。

日
嫁
む
こ
の
自
覚
と
協
力

青
年
団
な
ど
の
学
習
活
動
で
は
立

派
な
こ
と
を
語
っ
て
い
な
が
ら
、

い
ざ
自
分
の
番

と
な
る
と
尻

ご
み

し
た
り
、
親
や
社
会
に
か
ず
け
て

み
な
逃
げ
て
し
ま
う
。
結
婚
す

る

の
は
君
た
ち
だ
。
み
ん
な
で
は
げ

ま
し
あ
っ
て
実
行
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。
仲
間
が
中
心
に
な
っ
て
、

会
費
制
の
結
婚
式
で
も
や
っ
て
み

よ
う
で
は
な
い
か
。
お
と
な
の
世

界
で
は
、
昔
か
ら
の
慣
習
や
世
間

体
耙
気
が
ね
し
て
、
な
か
な
か
実

行
で
き
な
い
。
又
青
年
団
な
ど

に

入
っ
て
い
る
も
の
は
ま
だ
よ
い
と

し
て
、
そ
れ
に
入
っ
て
い
な
い
も

の
に
は
困
る
。
婦
人
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
お
と
な
た
ち
と
よ
く
話
し
あ

い
、
又
未
組
織
の
若
人
た
ち
に
も

働
き
か
け
て
、
み
ん
な
の
協
力

を

得
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
青
年

団
の
社
会
活
動
と
し
て
大
切
な
こ

と
で
あ
乙
う
。
　
　

（

つ
づ
く

）

こ
と
し
は
塚
野
目
に
も
…
…

喜
ば
れ
る
季
節
保
育
所

一
昨
年

か
ら
始

め
ら
れ
た
徳
江
南

部
の
季
節
保
育
所
は
、
今
年
も
早

く
か
ら
そ
の
開

設
を
待
た
れ
て
い

た
が
、去

る
本
月
五
日
、
三
十
八
名

の
幼
児
を
迎
え
て
開
所
し
た
。

炊
事
塲
、
食
器
、
遊
び
道
具
そ
の

他
の
用
具
も
ぞ
ろ
い
、
保
母

さ
ん

を
始

め
世
話
人

、
父
兄
ま
で
手
馴

れ
た
も
の
で
、
す
っ
か
り
軌
道
に

乘
っ
た
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
お
隣
り
の
塚
野
目
公
民
舘

（

分
舘
長
佐
久
間
直
次
氏
）
で
も

部
落
民
た
ち
の
強
い
要
望
に
こ
た

え
て
、
今
年
か
ら
始
め
る
ぺ
く
、

関
係
方
面
と
交

渉
し
、
準
備
中
で

あ
っ
た
。
部
落
総
が
か
り
で
資
材

を
持
寄
り
、
労
力

を
出
し
合
っ
て

炊
事
場
、

ブ
ラ
ン
コ
、

シ
ー
ソ
ー

な
ど
を
つ
く
り
、
燃
料
や
野
菜
を

供
出
し
、
食
器
類

を
用
意
し
て
、

い
よ
い
よ
今
月
六
日
開
所
式
を
行

な
っ
た
。
す
べ
て
部
落
一
団
と
な

力
、
先
輩
徳
江
南
部
の
指
導
を
受

け
、
き
わ
め
て
順
調
に
進
ん
で
い

る
の
は
ほ
ん
と
に
気
持
よ
い
こ

と

で
あ
る
。

季
節
保
育
所
の
生
み
の

親
で
あ
る
徳
江
南
部
公

民
舘
の
前
分
舘
長
後
藤

豊
松
氏
は
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
る
。

季
節
保
育
所
と
い
う
も
の
が
、

こ
れ
ほ
ど
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る

よ
う
に
な
ろ
う
と
は

考
え
な
か
っ

た
。

の
し
っ
け
が
よ
く
な

り
、
集
団
生
活
に

な
れ
学
校
教
育
の

準
備
と
し
て
も
こ

の
上
な
い
。

ｏ

唱
歌
、
遊
戯
、
工

作
な
ど
を
習
う
た

め
に
、
保
育
所
を

止
め
て
か
ら
の
幼
児
の
生
活

か
き
わ
立
っ
て
よ
く
な
る
。

○
幼
児
の
衛
生
上
、
栄
養
上
、

安
全
上
か
ら
親
た
ち
は
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
。

④
火
の
用

心
か
ら
も
有
難
い
。

そ
の
他
か
ぞ
え
あ
げ
れ
ば
限
り

が
な
い
。
と
に
か
く
百
の
譲
論

よ
り
一
つ

の
実

行

が
大
切
で

す
。
部
落
民
が
一
致
し
て
か
か

れ
ば
必
ず
成
功
し
ま
す
。

［
写
真
］
は
保
育
所
の
よ
い
子
達

上
…
徳
江
、
下

…
塚
野
目

ぜ
ひ

膺
一
読

を

／

「
印
鑑
」
の
取
扱
い
は
慎
重
に

国

見

町

役

場

総

務

課

わ
が
国

で
は
昔

か
ら
「
首

と

引
き

か
え
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど

印
鑑
は
大
切
に
取
扱
わ
れ
て
き

た
。
あ
ら
ゆ
る
法
律
行
為
の
責

任

は
記
名
調
印

に
よ
っ
て
表
明

さ
れ
、
不
動
産
登
記
法
又
は
民

事
訴
訟
等
に
署
名
押
印
す
る
た

め
、
印
鑑
証
明
の
規
定
が
あ
り

印

鑑
証
明
の
提
出

に
よ
っ
。て
そ

の
人
違
い
の
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
わ
け
で
あ
る
。
印
鑑
証
明

の
発
行
は
御

承
知
の
と
お
り
市

町
村
役
場
で
あ
り
、
役
場
で
は

地
方
自
治
法
第
二
条
第
二
項

に

よ
り
、
固
有

事
務

と
し
て
条

例

に
定

め
、
こ
れ
を
処
理
し
て
い

る
Ｏ事

務
の
内
容
は
印
鑑
登
録

と

印
鑑
証
明
の
発
行
で
あ
る
。
印

鑑
届
並
に
改
印
届
は
そ
の
’町

に

住
居
を
有
し
住
民
登
録
を
し
て

い
る
成
年
者
よ
り
受
理
す

る
。

病
気
、
そ
の
他
の

理
由
に
よ
り

代
理
人
に
よ
っ
て
届
出
を
す
る

場
合
ぼ
そ
の
役
場

に
印

鑑
登
録

を
し
て
い
る
者
二
人
の
保
証
を

要
す
る
。
印
鑑
証
明
の
請
求
に

つ
い
て
は
本
人

よ
り
委
任
状
を

必
要
と
す
る
。
簡
易
な
事
務
で

は
あ
る
が
、
町
村
合
併
で
大
き

く
な
り
、
現
在
窓
口
に
く

る
住

民
に
面
識
あ
る
人

は
少
な
く
、

そ
の
人
の
真
否
を
調
査
す

る
の

は
困
難
で
、
現
在

の
慣
行
で
は

出
頭
し
た
人
が
本
人
だ
と
主
張

す
る
以
上
、
性
別
が
違
う

か
年

令
が
か
け
雕
れ
て
い
な
い
亂
り

特
別
に
疑
念
を
起
す
事
情
も
な

け
れ
ば
、
そ
れ
以
上
追
及
す
石

方
法
も
な
く
、
こ
れ
が
取
扱
い

に
つ
い
て
明
確
を
欠
き
、
執
務

上
支
障
を
生
じ
困

る
場
合
が
あ

る
Ｏ偽

造
の
印
鑑
で
他
人
の
改
印

届
を
な
し
、
そ
の
印
鑑
証

明
畆

よ
っ
て
所
有
名
義
を
変
更
し
、

そ
れ
を
担
保
と
し
て
金
を
借
り

た
と
い
う
不
正
事
件
が
、
昭
和

三
十
年
に
某
市
に
発
生
し
た
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所

は
印
鑑
係
事
務
員
の
処
理
方
法

並
に
平
素
の
執
務
状
況
ま
で
調

べ
て
「
過
失
で
あ
る
」

と
認
定

し
て
、
某
市
は
原
告
に
対
し
て

損
害
を
賠
償
す
る
義
務
が
あ
る

と
い
う
判
決
を
下
し
た
例
が
あ

る
Ｏ経

済
生
活
が
複
雑
と
な
り
印

鑑
の
重
要
性
も
加
わ
る
の
で
、

印
鑑
事
務
取
扱
者
は
、
印
鑑
行

使
の
公
正
と
取
引
き
の
安
全
を

は
か
る
た
め
、
融
通
性
を
欠
き

各
位
の

‘期
待
に
反
す
る
場
合
も

あ
る
と
思
う
の
で
、
印
鑑
の
取

扱
い
に
認
識
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
切
望
す
る
。
　
　
　
　

“

農繁期

防
犯
と
事
故
防
止
に

努

め

ま
し

よ

う

初
夏
の
お
と
ず
れ

と
共

に
、
農
家
で

田
植

え
や
爰
の
と

り
い
れ
で
猫

の
手
も
借
り
た
い
忙

が
し
さ
で
す
。
こ
の
忙
が
し
さ
に

っ
け
こ
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
の
犯
罪

や
事
故
が
お
こ
り
、
私
た
ち
を
不

幸
の
底
に
突
き
お
と
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
警
察
の
方

や
そ
れ
ぞ
れ
係
り
の
方
が
い
ろ
い

ろ
と
お
骨
折
り
に
な
っ
て
い
て
く

だ
さ
る
わ
け
で
す
が
、
私
た
ち
は

、
ま
ず
自
分
で
自
分
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
幸
福
な
生
活
を
き
ず
き
ま
し

の
夜
間
は
も
ち
ろ
ん
、
昼
間
で
も

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
戸

締
り
を
厳
重
に
し
て
、
あ
き
巣

や
忍
込
み
な
ど
の

ど
ろ
ぼ
う
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

③
押
売
り
や
物
も
ら
い
は
、

ど
ろ

ぼ
う
や
女
に
い
た

づ
ら
す

る
男

に
も
早
変
り
し
ま
す
か
ら
、
そ

の
姿
を
見
つ
け

た
ら
早
く
警
察

に
知
ら
せ
ま
し
よ
う
。

③
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
、
忙

が
し
く
て
可
愛
い
お
子
さ
ん
を

見
て
や
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
幼

児
の
け
が
や
水
死
事
故
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
ま
た
少
年
が
不

良
に
走
る
の
も
こ
の
季
節
が
多

い
の
で
す
。
忙
が
し
い
中
に
も

幼
少

年
の
保
護

善
導
に
気
を
配

り
ま
し
よ
う
Ｏ

④
老
人
の
け
が
や
水
死
等
の
事
故

の
多
い
の
も
こ
の
季
節
で
す
。

④
火
災
防
止

に
は
特
段
の
注
意
を

し
ま
し
よ
う
Ｊ

蚕
室
、
焼

ぬ
か
、
麦
か
ら
燒
き

取
灰
、
幼
児
の
火
わ
す
ら
、
た

き
火
の
放
置

、
提
灯
の
お
き
忘

れ
な

ど
、
農
繁
期
の
火
災
も
な

か
な
か
多
い
も
の
で
す
。

愛
と
努
力

の

結

晶

優
良
児
表
彰

鈴
木
英
明
ち
ゃ

ん
等
三
十
五
名

親
の
経
済
力
と
健
康
を
考
え
、
希

望
す

る
と
き
に
、
必
要
な
だ
け
の

子
ど
も
を
生
む
こ
と
が
、
家
族
計

画
の
基
本
態
度
で
あ
る
が
生
ん
だ

か
ぎ
り
は
こ
れ
を
丈
夫

に
育
だ
て

り
っ
ぱ
に
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
わ
か
国
見
町
で

は
こ
の
見

地
に
立
っ
て
数
年
来
努
力
し
て
き

た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と

し
て
行
な
っ
た
「
あ
か
ち
ゃ
ん
コ

ン
ク
ー
ル
」

の
成
績
を
発
表
し
、

去
る
五
月
二
十
七
日
役
場
会
議
室

で
そ
の
表
彰
式

を
挙
行
し
た
。

＝
ソ
ク
ー
ル
は
昭
和
三
十
三
年
七

月
か
ら
三
十
四
年
六
月
ま
で
の

Ｉ

年
間
に
生
ま
れ
た
二
二
五
名

の
赤

ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
知
能
、
体
格
を

し
ら

べ
て
優
艮
児
三
十
五
名

を
選

び
、
そ
の
う
ち
か
ら
保
健
所
長
十

名

、
県
知
事
一
名
の
表
彰

を
う
け

た
も
の
、
そ
の
氏
名
次
の
通
り

○
県
知
事
表
彰

氏
　

名
　
　

住
所
　

保
護
者

鈴
木
　

英
明
　

築
舘
　
　

清
二

○
保
健
所
長
表
彰

佐
久
間
美
由
紀
塚
野
目
　

和
夫

高
橋
　

昭
一
　

藤
田
　
　

昭
吾

宍
戸
　

淳
子
　

石
母
田
　

電
蔵

高
橋
　

正
彦
　

板
橋
　
　
　

健

大
槻

・
典
子
　

山
崎
　

喜
三
郎

秦
　

真
津
子
　

藤
田
　
　

次
男

村
上
　
　

明
　

仝
　
　
　

直
治

佐
藤
　

康
子
　

石
母
田
　

昭
七

今
野
　
　

忍
　

藤
田
　
　

辰
男

安
達
　

孝
子
　

仝
　
　
　

友
吉

○
町
長
表
彰

榊
　
　

正

博
　

藤
田
　
　
　

茂

大
波
　

勝
彦
　

徳
江
　
　
　

茂

村
上
　

祐
市
　

貝
田
　
　

永
一

鈴
木
　

昭
夫
　

藤
田
　
　

次
夫

斎
藤
　

富
男
　

泉
田
　
　

吉
次

松
浦
美
智
子
　

大
木
戸
　

長
明

濱
辺
美
智
子
　

藤
田
　
　

七
郎

内
池
　
　

誡
　

山
崎
　
　

育
男

大
波
　
　

伸
　

徳
江
　
　

治
男

菊
地
　

智
美
　

塚
野
目
　

光
二

斎
藤
　

弘
江
　

小
坂
　
　
　

昇

遠
藤
　
　

彰
　

泉
田
　

’
仁
志

鈴
木
　

友

久
　

藤
田
　
　
　

誠

五
十
嵐
正
志
　

藤
田
　
　

春
雄

谷
津
　

俊
男
　

貝
田
　
　

亀
俊

工
藤
　

範
郎
　

山
崎
　
　

留
治

紺
野
恵
美
子
　

泉
田
　
　

英
生

鈴
木
　

弘
子
　

川

内
　
　
　

司

松
浦
　

憲
二
　

西
大
枝
弥
重
畆

半
沢
　

正
博
　

山
崎
　
　

幸
蹠

鈴
木
　

英
二
　

川
内
　
　

英
行

沼
田
　

裕
一
　

藤
田
　
　

与
浩

吉
田
　

美
裕
　

藤
田
　
　
　

稔

松
浦
　

明
彦
　

石
母
田
　

金
一

厚
生
課
よ
り

夫
妻
学
徂
で
は

こ
ん
座
勉
強
を

し
て
い
ま
す

（ 森 江野 ｊ

先
日
、
森
江
野
夫
妻
学
級
で
立
て

ら
れ
た
年
間
の
学
習
計
画
を
、
そ

つ
と
お
借
り
し
て
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
始

め
ら
れ
る
方
々
は
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

五
月
　

わ
が
子
の
兄
弟
け
ん
か
を

ど
う
さ
ぱ
い
て
い
る
か

七
月
　

わ
が
家
の
食
生
活
を
ど
う

改
善
す
る
か

八
月
　

家
内
中
で
踊
る
踊
り
の
練

習
九
月
　

客
の
接
待
を
上
手
に
す
る

に
は
ど
う
す

る
か

十
月
　

交
歓
学
習

仝
　
　

子
ど
も
の
し
つ
け
で
失
敗

し
た
話
、
成
功
し
た
話

十
一
月
　

町
政
に
つ
い
て

十
二
月
　

常
に
若
か
さ
を
保
つ
に

は
ど
５

す
れ
ば
よ
い
か

仝
　
　
　

農
家
の
休
日
を
う
ま
く

使
う
に
は

一
月
　

時
事
問
題

に
つ
い
て
話
を

き
く

仝
　
　

跋

と
姑
の
問
題
に
つ
い
て

二
月
　

農
業
経
済
と
農
政
問
題
に

つ
い
て

仝
　
　

夫

は
妻
に
、
妻
は
夫
に
何

を
望
む
か

種

子
の
申

込
み
は

お
早

く

麥
類
の
増
収
は

種
子
の
更
新
か
ら

食
用

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
家
畜

飼
料
と
し
て
も
重
要
な
麦
類
を
。

・

Ｉ
・

●
　
　・
　
●
●
一

が
良
い
も
の
を
た
く
さ
ん
と
る

ぶ

に
は
、
良
い
種
子
を
播
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
同
じ
も
の
を

と
り
か

え

な
い
で
何
年
尤
作
り
ま
す
と
変

っ

た
り
、
病
気
に
弱
く
な
っ
た
り

し

て
ど
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
通
り
で
す

、

町
で
は
、
こ

の
良
い
種
子
を
と
る

た
め
に
、
特
別
に
種
子
と
り
の
畑

を
設
け
・て
お
り
ま
す
か
ら
、
こ
の

畑
か
ら
と
れ
た
種
子
を
播
く
よ
う

に
し
て
下

さ
い
。

特

に
二
毛
作
用
と
し
て
は

ム
サ
シ
ノ
ム
ギ（
極
早
生
種
）
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
そ
の
他

に

大
麦
で
は
関
取
三
号

小
麦
で
は
晨
林
六
四
号

ア

オ

バ

錣
麦
で
は
ぶ
ｙ
ダ
イ
裸
麦

希
望
者
は
地
区
推
進
員
に
、
今
月

二
十
五
日
ま
で

に
申
し
込

ん
で
下

さ
い
。
　
（
経
済
課
・
普
及
所
）

銃
劍
道
で
ち

県
ド

ー
？

わ
が
ぷ
見
町
の
剣
道
と
い
え
ば
、

成
年
、
少
年
揃
っ
て
そ
の
名

が
天

下
に
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

万
人
共

に
み
と
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
は
更

に
銃
剣

道
で
も
、
県
下

一
ら
し
い
と
い
う

評
判
で
あ
る
。
そ
れ
は
去
る
十
日

郡
山
市
で
開
か
れ
た
全
日
木
銃
剣

道
連
盟
県
支
部
主
催
の
第
一
回
県

下
銃
剣
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し

た
国
見
チ
ー

ム
が
、
団
体
に
み
ご

と
優
勝
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
大

会

は
終
戦
後
初
め
て
の
こ
と
だ
け

に
、
昔
と
っ
た
き
ね

づ
か
で
腕

に

お
ぼ
え
の
あ
る
旧
軍
人
た
ち
や
、

今
現
役
の
自
衛
隊
の
面

々
な
ど
、

わ
れ
こ
そ
と
思
う
猛
者
た
ち
百
五

十
余
名
が
参
加
し
て
、
木
銃
に
火

花
を
ち
ら
し
て
た
た
か
っ
た
。
わ

が
国
見
町
か
ら
も
三
チ

ー
ム

ニ

チ
ー
ム
三
名
）
参
加
し
、
何
れ
も
優

秀
な
成
績
で
相
手
チ
ー
ム
を
５

な

ら
せ
た
が
、
特
に
Ａ
チ

ー
ム
は
並

み
い
る
強
豪
を
突
き
の
け
て
最
高

の
栄
冠
を
か
ち
え
た
の
で
あ
る
。

渮
主
将
の
佐
藤
徳
造
氏
は
個
人
戦

で
第
三
位
を
と
り
、
県
支
部
を
代

表
し
て
東
京
の
全
国
大
会
に
参

加

す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
写
真
」
は
記
念
撮
影

○

第

一

回

吾

妻

観

光

団

募
畄
ｙ
．
中
（
六

月

二

十

日

実

施
）
…
…
…

申

込

／

切

六

月

十

八
日

正

午
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